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はじめに
司馬遷﹃史記﹄ ﹁伯夷列伝﹂は、 ﹃史記﹄列伝の第一に置かれるとともに、古典教科書にも採用されることで、漢文教材として
も広く読まれてきた。平成二十六年度現行の教科書では、新課程用、旧課程用併せて四つの教科書に採用されている
︵注１︶
。
新課程用教科書：
A．数研出版﹃古典B
　
漢文編﹄ ︵古B315︶ ﹁伯夷・叔斉﹂
B．筑摩書房﹃古典B
　
漢文編﹄ ︵古B321︶ ﹁天道是邪、非邪﹂
旧課程用教科書：
C．大修館書店﹃史記・十八史略抄﹄ ︵講読006︶D．数研出版﹃古典
　
漢文編﹄ ︵古典036︶ ﹁伯夷・叔斉﹂
このうち、AとDは、編者を同じくし、継承関係が認められることから
︵注２︶
、Dは検討の対象から外すこととする。A・Cが﹁伯
夷・叔斉は孤竹君の二子なり﹂から始 り、 ﹁天道是か非か、と﹂で終わるのに対し、Bはその後半部、 ﹁或いは曰はく、天道は親無し﹂から始まっている。
本稿が注目するのは その終わりに近い部分である。三教科書の句読と読み方を次頁に表
1として示す。 ︵比較の対象として新釈漢文大系﹃史記
　
八﹄を添える
︵注３︶
︶
BとCとでは、傍線③﹁不可勝数也﹂の訓読だけ異なる。しかし あげて⋮べからず﹂と読んでも﹁⋮たふべからず﹂と読ん
でも、意味は同じとするのが漢文訓読の通例であるから
︵注４︶
、BとCに実質的な違いはない。これを除くと、AとB・Cの相違点は
三箇所である。
ひとつは﹁若至﹂を﹁近世﹂から返るのか﹁遇ふ﹂から返るのかという違い、次は、 ﹁富厚﹂を上の句に所属させる︵上属︶
のか、下の句に所属させる︵下属︶ かという違い、最後は﹁累世不絶﹂の後を句点﹁。 ﹂ して文を切るか、読点﹁、 ﹂として下に続けるかという違い、の三点である。この三点のうち、一点目と三点目は 若至﹂の解釈に関するものとして 一つにまと
『史記』 「伯夷列伝」の句読と訓読
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められる。
この違いはどこから来たのか、そもそも、これらの解釈はいずれも成立するのか。本稿では、この問題を通して、漢文訓読の
抱える問題の一端を考えてみたい。
一
　
教科書本文の根拠
教科書の読みは何に基づ たのか。教科書Ａの数研出版﹃古典
B
　
漢文編﹄ ︵古
B
3
1
5
︶については、指導書に典拠の記述
がない。参考文献の初めには滝川亀太郎︵資言︶ ﹃史記会注考証﹄を挙げているが、 ﹃史記会注考証﹄と比較すると︵次頁表2︶ 、返り点・送りがな・句読点を取り除いた、狭義の白文︵すなわち漢字だけの本文︶では一致するものの、句読点は合わない
︵注５︶
。 ﹃史
記会注考証﹄には句読点以外の訓点が施されていないので、訓点は、編者独自 ものか、あるいは別のテキストに拠ったもの思われる。ただし、訓読と句読点は密接に関連し それぞれを別のテキストに依拠することは考えにくい。
表
1：
3教科書の句読と訓読
教科書︵A︶
教科書︵B︶
教科書︵C︶
新釈漢文大系﹃史記八﹄
若至近世、操行不軌、専犯忌諱而終身逸楽、富厚累世不絶。或択地而踏之、時然後出言、行不由径、非公正不発憤而遇禍災者、 可勝数也。
若至近世、操行不軌、専犯忌諱、而終身逸楽富厚、累世不絶、或択地而踏之、時然後出言、行 由径、非公正不発憤 而遇禍災者、不可勝数也。
若至近世、操行不軌、専犯忌諱、而終身逸楽富厚、累世不絶、或択地而踏之、時然後出言、行 由径、非公正不発憤 而遇禍災者、不可勝数也。
若至近世、操行不軌、専犯忌諱、而終身逸楽富厚、累世不絶、或択地而踏之、時然後出言、行 由径、非公正不発憤 而遇禍災者、不可勝数也。
①
近世に至るがごとき、操行軌
︵みち︶ならず、専ら忌諱を犯すも ②終身逸楽し、富厚累世にして絶えず。或いは地を択びて之を踏み、時にして然る後に言を出だし、行くに径に由らず、 に非ずんば憤りを発せざるも 禍災遇ふ者、③勝げて数ふべからざるなり
①近世に至り、操行不軌、専ら忌諱を犯すも、②終身逸楽富厚 累世絶えず、或いは地を択びて之を踏み、時ありて然る後に言を出だし、行くに径に由らず 公正に非ずんば憤りを発せざるも 禍災遇ふが①ごとき者は ③勝げて数ふべからざるなり。
①近世に至り、操行不軌、専ら忌諱を犯すも、②終身逸楽富厚 累世絶えず、或いは地を択びて之を踏み、時ありて然る後に言を出だし、行くに径に由らず 公正に非ずんば憤りを発せざるも 禍災遇ふが①ごとき者は ③数ふる勝ふべからざるなり。
①
若し近世に至りては、操行軌
︵みち︶ならず、専ら忌諱を犯し、②
而も身を終ふるまで逸楽富厚
に、世を累ぬるも絶えざる、或いは地を択びて之を踏み 時ありて然る後に言を出だし、行くに径に由らず、公正に非ずんば憤を発せず、而も禍災に遇ふ者、③勝げて数ふべからざるなり。
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次に
B
の筑摩書房﹃古典
B
　
漢文編﹄ ︵古
B
3
2
1
︶は、指導書に﹁本文は、 ﹃史記
　
八﹄ ︵新釈漢文大系八八
　
明治書院
　
一九九〇年︶をもとにテキストを作成した﹂とある
︵注６︶
。
教科書
B
と新釈漢文大系﹃史記
　
八﹄とを比較すると︵表
1
︶ 、①﹁若至近世﹂部分の訓読が一致せず、②﹁累世不絶﹂後の
句読点も一致しない。教科書Ｂが指導書に﹁⋮⋮をもとにテキストを作成した﹂と言うのは、白文本文だけを利用し、訓読・解釈は編者が独自に施したということなのだろう。
最後に
C
の大修館書店﹃史記・十八史略抄﹄ ︵講読
006
︶は、指導書解説に、 ﹃史記会注考証﹄ ︵史記会注考証校補刊行会
　
一九五六～一九六〇年︶を挙げて、 ﹁考証は精核であり、卓見が多く、 ﹃史記﹄の注釈書 して最も優秀なものである。本教科書採択部分はすべてこれによる﹂とある
︵注７︶
。
﹃史記会注考証﹄では、 ﹁不絶﹂と﹁発憤﹂の後で句点をうっている︵表
2
︶ 。これは、教科書
C
とは異なる。教科書
C
もまた
白文本文だけを利用し、句読点を含め、訓点は編者が独自に施したものであろうか。
なお、教科書
B
が基づく新釈漢文大系﹃史記
　
八﹄は、 ﹃史記会注考証校補﹄で知られる水沢利忠氏によるもので、滝川資言
﹃史記会注考証﹄を底本として諸本と校合したとい
う︵注８︶
。しかし、新釈漢文大系﹃史記
　
八﹄と﹃史記会注考証﹄もまた句読が一
致しない。
このように、教科書と出典本文との間で句読や訓読が異同することが、その他多くの漢文教材において、どの程度存在するの
かは分から 漢 訓読にはある程度 み手の個性が反映されるものではあろう。とはいえ、ここまで一致しないというのは、それほど多いことではないよう 思われる。そ で、問題となる二つの相違点について一つずつ見ていく。
表2：3教科書と底本の句読の比較
教科書A
教科書B・C
新釈漢文大系﹃史記八﹄
﹃史記会注考証﹄
若至近世、操行不軌、専犯忌諱
而
終身逸楽、富厚累世不絶。或択地而踏之、時然後出言、行不由径、非公正不発憤而遇禍災者、 可勝数也。
若至近世、操行不軌、専犯忌諱、而終身逸楽富厚、累世不絶、或択地而踏之、時然後出言、行 由径、非公正不発憤 而遇禍災者、不可勝数也。
若至近世、操行不軌、専犯忌諱、而終身逸楽富厚、累世不絶、或択地而踏之、時然後出言、行 由径、非公正不発憤 而遇禍災者、不可勝数也。
若至近世、操行不軌、専犯忌諱、而終身逸楽富厚、累世不絶。或択地而踏之、時然後出言行不由径、非公正不発憤。而遇禍災者、 可勝数也。
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二
　「若至」の語義
﹁若至﹂について、 ﹃史記﹄注釈書が触れることは、従来あまり多くない。比較的古いものは、馬持盈﹃史記今註﹄に見えるもので、当該箇所の﹁若﹂について、 ﹁若，及也。及至近世。 ﹂と解している
︵注９︶
。連詞︵接続詞︶ ﹁及至﹂は、 ﹁⋮になってから﹂の意
︶10
︵注
であるから、馬氏の解釈では、 ﹁近世になって﹂と解することになる。
新釈漢文大系﹃史記
　
八﹄では、 ﹁若至近世﹂について、 ﹁近世と言って実は現代︵司馬遷自身のこと︶に意が及ぶので、言を
控えて﹁若﹂という。 ﹂とする。ここで﹁若﹂字に日本語文法にいう﹁婉曲﹂に近い用法が認められるのかが問題となるが、語法書や辞典類にはそれを見つけることができない。あるいはこれは文法的な説明というよりも、ニュアンスを説明したものと言うべきかも知れない。同書では、 ﹁若し近世に至りては﹂と読んで、 ﹁試み 近い時代に言及するな 、 ﹂と訳している
︶11
︵注
。
また、教科書
A、数研出版﹃古典
B
　
漢文編﹄ ︵古
B
3
1
5
︶の指導書には、 ﹁若﹂字について、 ﹁例示・提示の用法。ここで
はさらに比況の意が薄れているため、 ﹁～といえば﹂と訳した。 ﹂とある
︶12
︵注
。
同教科書の編者の一人である谷口匡氏が担当した、新釈漢文大系﹃史記
　
十四︵列伝七︶ ﹄ ﹁貨殖列伝﹂では、 ﹁若至﹂を﹁至
若﹂に同じとす
る
︶13
︵注
。 ﹁至若﹂については、同書﹁貨殖列伝﹂
2段落﹁至若詩書所述虞・夏以来﹂の語釈に﹁文頭に用いられ、前
の文で述べられた事柄から転じて関連す 別の事柄に言い及ぶ とを表す。⋮⋮に至っては。⋮⋮はといえば。 ﹂とあ
る
︶14
︵注
。谷口
氏の見解は、近年の文言虚詞詞典の で 一般的な意見である。
たとえば、劉学林・遅鐸︵主修︶ ﹃常用文言虚詞詞典﹄連詞﹁若至﹂には﹁連接分句，表示転折。在叙述一件事時，又転到另
一件事上。可訳為
＂ 至于
〟 。 ﹂とある
︶15
︵注
。 ﹁至于﹂は、 ﹁⋮に至っては；⋮となると；⋮については﹂の意味である
︶16
︵注
。
また、何楽士・敖鏡浩・王克仲・麦海翹・王海棻﹃古代漢語虚詞通釈﹄ ﹁若﹂には、連詞の︵二︶として、 ﹁表示他転或提起。
常用于説完一事推論另一事之時。可訳為
＂ 至于︵説到︶
〟
等。
＂ 若夫
〟 、
＂ 若乃
〟 、
＂ 若至
〟
等詞組用法基本相同。 ﹂とある
︶17
︵注
。
﹃常用文言虚詞詞典﹄は、 ﹃史記﹄ ﹁貨殖列伝﹂から次の二つの例を挙げ いる。 ︵便宜的に番号を与え、句読は新釈漢文大系に合わせる。また、新釈漢文大系の書下し 通釈を添える。 ︶
1．若至家貧親老、妻子軟弱、歳時無以祭祀進醵、飲食被服不足以自通、如此不慙恥、則無所比矣。若し家貧しく親老い、妻子軟弱にして、歳時以て祭祀進醵する無く、飲食被服以て自ら通ずるに足らず、此くの如きをしも慙恥せざるに至っては 則ち比する所無し。
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︻通釈︼暮らし向きが貧しく両親が年老い、妻子がひ弱で、正月や節句のたびに祭祀をとり行ったり会食したりするお金がなく、衣食も満足できるものではなく、そこまでひどい状況︵に︶なっているのになお恥じないような人々に至っては、語るに値しない
︶18
︵注
。
2．若至力農畜、工虞商賈、為権利以成富、大者傾郡、中者傾県、下者傾郷里者、不可勝数。若し農畜工虞商賈を力め、権利を為し以て富を成すに至つては、大なる者郡を傾け、中なる者県を傾け、下なる者郷里を傾くるは、勝げて数ふべからず。︻通釈︼農業・牧畜・手工・狩猟・商業に努力 、権力と財力によって富豪になった人はといえば、大は郡 圧倒し、中は県を圧倒し、小は郷や里を圧倒しているが、その数は数え切れないほどである
︶19
︵注
。
この二例の外、今問題にしている﹁伯夷列伝﹂の用例を除くと、 ﹃史記﹄にはさらに二つの使用例がある。
3．若至委曲小変、不可勝道。 ︵天官書︶若し委曲小変に至りては、勝げて道ふべからず。︻通釈︼細かい星の小異変については言い尽くせないほど多い
︶20
︵注
。
4．若至俎豆珪幣之詳、献酬之礼 則有司存。 ︵封禅書
︶21
︵注
︶
﹃史記﹄においては、新釈漢文大系が同義とする﹁至若﹂も使用されており、その用例は四例ある。
5．至若俎豆珪幣之詳、献酬之礼、則有司存焉。 ︵孝武本紀︶俎豆珪幣の詳かなる、献酬の礼の若き ち有司存せり。︻通釈︼俎豆や珪幣などの供物の詳細、酒の献酬の礼などに至っては、それぞれ専門の役人 居ることであるから 省略する
︶22
︵注
。
6．至若蜀守馮当暴挫、広漢李貞擅磔人、東郡弥僕鋸項、天水駱璧推咸、河東褚広妄殺、京兆無忌・馮翊殷周蝮鷙、水衡閻奉朴撃売請、何足数哉、何足数哉。 ︵酷吏列伝︶蜀の守馮当の暴挫する、広漢の李貞の に を磔する、東郡の弥僕の項を鋸す 、天水の駱璧の
︵推咸︶
︹椎成︺する、河東
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の褚広の妄殺する、京兆の無忌・馮翊の殷周の蝮鷙なる、水衡の閻奉の朴撃売請するが若きに至りては、何ぞ数ふるに足らんや、何ぞ数ふるに足らんや。︻通釈︼しかるに、凶暴に人々を殺傷した蜀郡の太守馮当、思うままに人を引き裂きの刑にした広漢郡の李貞、人の首を鋸で切り落とした東郡の弥僕、鉄椎で叩いて罪を認めさせた天水郡の駱璧、むやみやたらに人を殺害した河東郡の褚広、毒蛇や猛禽のように残忍極まりない京兆尹の無忌と左馮翊の殷周、棒で打ちすえた上で賄賂をとった罪を赦していた水衡都尉の閻奉、彼らのご き人物については どうしてとりあげる価値があるだろうか。どうしてとりあげる価値があるだろうか
︶23
︵注
。
7．至若北道姚氏、西道諸杜、南道仇景 東道趙他・羽公子、南陽趙調之徒、此盗跖居民間者耳。曷足道哉。 ︵游俠列傳︶北道の姚氏 西道 諸杜、南道 仇景、東道の趙他・羽公子、南陽の趙調の徒の若きに至りては、此れ盗跖の民間に居る者なるのみ。曷ぞ ふに足らんや。︻通釈︼しかし、北道の姚氏、西道の杜氏の諸族、南道の仇景、東道 趙他・羽公子、南陽の趙調などの輩の如きに至っては、彼らは盗跖 ような大泥棒が民間に住んでいたというだけの者で、何ら述べ立てる価値はない
︶24
︵注
。
8．至若詩書所述虞・夏以来、耳目欲極声色之好、口欲窮芻豢之味、身安逸楽 而心誇矜埶能之栄。 ︵貨殖列伝︶詩書に述ぶる所の虞・夏以来の若きに至つては、耳目は声色の好みを極めんと欲し、口は芻豢の味を窮めんと欲し 身は逸楽に安んじて、心は埶能の栄に誇矜す。︻通釈︼ ﹃詩経﹄ ﹃書経﹄に述べられているような虞・夏以来の状況に関してはどうかといえば、統治者たちの耳や目は音楽や女色を追い求め、口 肉食 美味を欲し、身体は快楽にひたり、心 権力や才能によって得た名誉を誇ろうとする
︶25
︵注
。
用例
4
と
5
は、本来同じはずのものであるから、 ﹁若至﹂と﹁至若﹂が入れ替わっていることは、この二語が同義であること
の証左となるだろう。1～8の例はいずれも﹁転折﹂として理解することができる。
このように見ると、 ﹁若至﹂は一語で﹁転折﹂の連詞︵接続詞︶として、 ﹁⋮に至っては﹂ ﹁⋮となると﹂などと訳すのが、文
法的な裏付けのあ 解釈と言えよう。
このような﹁若至﹂理解には、江戸時代の語法書に、すでに指摘するものがあった。釈大典﹃文語解﹄巻二︵明和九年、一七七三︶ は、解説はないものの、 ﹁至若・及若・若 ﹂の例を挙げており、 ﹁若至﹂に
ついては、先の用例
4を挙げている
︶26
︵注
。釈大典は、 ﹁若至﹂が二文字で語法的な機能を持つことを認めていた。
また、三宅橘園﹃助語審象﹄巻中︵文化十四年、一八一七年刊︶ ﹁至﹂では、 ﹁至
テレ若
キニ　　
　
若
　レ至
　
及
　レ至
　
至於
　
至
テレ如
キニ　　
﹂を見
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出しに立て、 ﹁コノ類安頭ニ用ル至字モヤハリ転接ニ用ル至字ト同義ナレドモコノ類ハ皆句頭複用ノ例ニテ見ベシ﹂という
︶27
︵注
。
江戸の語法書に指摘がある一方で、近年の漢和辞典には﹁若至﹂を見つけることができない
︶28
︵注
。しかし、訳注書の現代語訳の中
には、 ﹁若至﹂を﹁⋮については﹂と解した訳を施しているものが少なからず見られる。これが漢和辞典の類に反映されな のは、訓読する際に、 ﹁もし⋮ いたりては﹂あるいは﹁⋮⋮に たるがごときは﹂など、読み方に統一 なかったからだろう。こ
 
れは、一字一訓を基本とする漢文訓読の形式が抱える問題点の一つといえる。
三
　「若至」訓読の歴史
その一端をうかがうため、 ﹁伯夷列伝﹂当該部分について、江戸時代から近年に至るまでの﹃史記﹄諸本と、 ﹃続文章軌範﹄ ︵巻
一に﹁伯夷列伝﹂が収録され 江戸～明治にかけて広く読まれた︶の諸本につい 調べてみた
︶29
︵注
。
その結果、 ﹁若至﹂への返り方に注目すると、表
3に示す、六つのパターンを見出すことができた。
﹁富厚﹂の帰属については、後で見ることとし、 ﹁若至近世﹂部分の読みの内訳をみていく。1は、江戸時代に日本で初めて刊行された﹃史記﹄テキストで 慶長古活字版や、それに続く﹃史記評林﹄及びそれを踏ま
表
3： ﹁若至﹂部分の訓読
﹁富厚﹂下属
﹁富厚﹂上属
句読なし・不明
計
史記
続軌範
史記
続軌範
史記
続軌範
1　
近世に至る︵が︶若き︵φ・は・も︶
22
0
9
2
1
0
34
2　
若し りては／至つては
1
0
0
0
0
0
1
3　
近世に至り︵⋮⋮遇ふ 者は︶
1
0
0
0
0
0
1
4　
近世に至り︵て︶ ︵⋮⋮遇ふ者の︶若き
0
0
2
0
0
0
2
5　
近世の︵⋮⋮べからざるに︶至るが
0
4
1
23
0
2
30
6　
若し 遇ふ者に︶
0
0
0
1
0
0
1
計
24
4
12
26
1
2
69
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えた明治期の﹃史記﹄注釈書の多くに見える。明治二十年代、一八九〇年頃までの﹃史記﹄関連書ではほとんどがこの読み方を採用している。 続文章軌範﹄テキストでは、岡三慶により明治十七年に刊行された﹃袪陳補新続文章軌範評林大成﹄と、友田冝剛により昭和二年に刊行された﹃詳解全訳漢文叢書第6巻
　
続文章軌範﹄だけがこの読み方を採用している。教科書Aの読み
は、これと一致す
2
は、ほとんどの﹃続文章軌範﹄テキストが採用している読み方である。 ﹃史記﹄関連書では、唯一、水沢利忠﹃新釈漢文大
系
　
史記
　
八﹄がこれを採用している。先に見たように、新釈漢文大系全体では﹁若至﹂の読みは統一されている。なお、 ﹃史
記
　
八﹄は教科書Bの底本であるが、読みは次の3のものに変更されている。
3は、二十世紀の九十年代に出版された、漢文教材の研究資料叢書二種に見られる。出版社も編者も異なる二種の叢書で、相
前後してこれまでにない読み方がなされた理由は分からない。この読み方は︵
B
︶筑摩書房﹃古典
B
　
漢文編﹄ ︵古
B
3
2
1
︶
と︵C︶大修館書店﹃史記・十八史略抄﹄ ︵講読006︶で採用されている。
4は、大郷穆・伊地知貞馨校訂﹃増訂史記評林﹄に見える。5と6 ﹁近世の﹂と﹁近 ﹂を下句に続けて読む。そのうち５は、藤沢南岳が校訂した﹃史記評林﹄にだけ見える読み方で、
南岳による欄外の校記に﹁若至は、下の五十二字を管す︵若至、管下五十二字︶ ﹂とあり、次の﹁余甚惑焉﹂と繋げて次のように読む。
近世の操行不軌、専ら忌諱を犯して、終身逸楽、富厚累世絶へず、或は地を択んで之を踏み、時にして後言を出す、行径︵に︶由︵ら︶ず、公正に非︵ざ︶る憤を発せずして、禍災に遇︵ふ︶者 数︵ふ︶るに勝ゆべからざ に至 が若き、余甚だ惑ふ
︶30
︵注
。
最後の6は、井口篤志﹃新釈漢文大系
　
続文章軌範﹄に見える。
全体を通してみると、
6パターンの読み方のうち、ほとんどは1と2に含まれるが、その中でも﹃史記﹄系は1、 ﹃続文章軌範﹄
系は2という片寄りがある。その他の3～6の読み方は、明治二十年代半ば以降に散発的に提唱された読み方と言える。
こうした﹁若至﹂部分に試みられた様々な訓み方と、先に見た﹁若至﹂理解との整合性はどうであろうか。﹁近世に至る﹂と読む1～4の中、
3と4は、 ﹁若﹂と﹁至﹂を別々の語と考えている。この読み方では、 ﹁若﹂と﹁者﹂によっ
て一つの名詞句が作られていると見ており、いわゆる転折は﹁若﹂字一字の働きとし、 ﹁至﹂は﹁近世﹂を導く介詞 みてい
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ようである。しかし、 ﹁若至﹂を一語の連詞と見る立場からは、この二説は採用することができない。
その他の読み方は特に整合性に問題はないが、
1
・
2
の読み方では﹁近世についていえば﹂と﹁近世﹂を話題に取り上げるこ
とになり、
5では﹁近世の⋮⋮数えきれないものについては﹂となる。
6では﹁近世の⋮⋮禍災に遇う者については﹂となる。
5
・
6の場合、 ﹁若﹂は﹁累世不絶﹂を跳び越えて後ろに係るため、 ﹁不絶﹂の後に句点を置く教科書Aや﹃史記会注考証﹄の句読は成り立たないことになる。
四
　「富厚」の帰属の歴史
次に﹁富厚﹂の帰属について見ていく。先に表
3として示した﹃史記﹄ ・ ﹃続文章軌範﹄諸テキストにおける﹁富厚﹂の帰属を見ると、一つの傾向を認めることができる。
すなわち、 ﹃続文章軌範﹄のほとんどは﹁富厚﹂上属である。 ﹃史記﹄では、上属は下属の半分程度である。 ﹃史記﹄については少し詳しく見ておく必要がある。﹃史記研究書目解題
　
稿本﹄ ﹁日本諸版本﹂によると、江戸期に刊行された﹃史記﹄のテキストには、慶長古活字版、 ﹃史記評
林﹄ 、 ﹃磐船活版史記﹄ 、 ﹃史記正文﹄ があり、 ﹃磐船活版史記﹄を除きそれぞれに複数の版が存在する
︶31
︵注
。このうち、 ﹃磐船活版
史記﹄は注釈・句読・訓点のない白文だけ テキストであ ので検討対象から除く。慶長古活字版と﹃史記評林﹄は﹁富厚﹂下句に所属させ、 ﹁而終身逸楽、富厚累世不絶﹂ している。一方、 ﹃史記正文 は﹁富厚﹂を させて 而終身逸楽富厚、累世不絶﹂としている。まず、その理由から考え
慶長古活字版は慶長・元和の間 刊行され、注釈は刪節はあるものの集解・索隠・正義の三家注を合刻し、本文中に割注の形
で挟み込んでい
る
︶32
︵注
。 ﹃史記評林﹄はもともと明の淩稚隆が刊行したもので、三家注を割注形式で合刻するとともに、多くの批評
を収録し、その後、明の李光紳によって増補された﹃増補史記評林﹄が流通した 池田蘆洲は、 ﹁いわばこ は当時の史記研究の集大成ともいうべきものであり この点が後世、広く学徒に愛読された所以であろう﹂と評している
︶33
︵注
。
慶長古活字版と﹃史記評林﹄両者を比較すると、当該部分に関する限り、本文、三家注とも 一致している。次頁の表
4上段
に示す。 ︵割注を括弧︵
　
︶で示す。 ︶ここでは﹁而終身逸楽﹂と﹁富厚累世不絶﹂の間に、 ﹃索隠﹄が挟み込まれている。
裴駰﹃史記集解﹄ 、司馬貞﹃史記索隠﹄ 、張守節﹃史記正義﹄の三家の注を合刻した 本は、三家注が割注の形で示される
ことから、原則、割注のある位置に意味 切れ目を認め いたと考え れる。 すれば これら三家合刻のテキスト 整理した
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者は﹁富厚﹂の前で句読を切っていた、すなわち﹁而終身逸楽、富厚累世不絶﹂の形で読んでいたことが分かる。
このような三家注本の最古のものは、南宋慶元二年︵一一九六︶建安、黄善夫が刊行したものとされる。その黄善夫刊本にお
いても、当該箇所の注の位置は同様である
︶34
︵注
。黄善夫刊本以外にも、明嘉靖四年の震沢王延喆刊本や清同治九年の金陵書局刊本な
どが、同じ位置に﹃索隠﹄を置いている。
三家の注は、元来、それぞれに単行本があったが、三家注合刻本の普及により、 ﹃史記正義﹄単行本は失わ た ﹃史記索隠﹄
については 宋元版 伝わらず、明代、毛晋汲古閣本の﹃史記索隠﹄単行本が伝わる。 ﹃史記索隠﹄三十巻は、本文すべては挙げず、注を施す部分だけ挙げる形式になっており、次のようにある。
犯忌諱而身逸楽︵謂若魯桓楚霊晋献斉襄之比皆是
︶35
︵注
︶
﹃史記索隠﹄単行本では﹁終身﹂の﹁終﹂字がないという異同はあるものの、 ﹁逸楽﹂の後に注が置かれている点では、三家合刻本と同じである。これに対し、江戸時代に流通したもう一つの史記テキストである、 ﹃史記正文﹄の句読は次 よう なっている。
表
4： ﹃史記﹄諸本の、索隠の位置
南宋建安黄善夫刊本、嘉靖四年震沢王延喆刊本、同治九年金陵書局張文虎校本、慶長古活字版、 ﹃史記評林﹄
﹃史記奇鈔﹄
明嘉靖八・九年南京国子監刊本、同万暦二・三年南京国子監刊本︵余有丁校本︶ 、万暦二十四年南京国子監刊本、同万暦二十六年北京国子監刊本、清乾隆四年武英殿刊本
若至近世操行不軌専犯忌諱而終身逸楽︵索隠曰謂 魯桓楚霊晋献斉襄之比皆是︶富厚累世不絶或択地而踏之︵索隠曰謂不仕暗君不飲盗泉裹足高山之頂竄跡滄洲之浜是也○正義曰謂北郭駱鮑焦等是也︶時然後出言︵索隠曰論語 子時然後言︶行不由径︵索隠曰澹台滅明之行︶非公正不発憤而遇禍災者不可勝数也︵索隠曰謂人臣之節非公正之事不感激発憤或出忠 或致身命而卒遇禍災者不可勝数謂龍逢比干屈平伍胥之比︶
若至近世操行不軌専犯忌諱。而終身逸楽富厚。累世不絶或択地而踏之︵索隠曰謂不仕暗君不飲盗泉裹足高山之頂竄跡滄洲之浜是也︶時然後出言行不由径非公正不発憤而遇禍災者不可勝数也︵此数句謂人臣之節非公正之事不感激発憤或出忠言或致身命而卒遇禍災者不可勝数謂龍逢比干屈原伍胥之比︶
若至近世操行不軌専犯忌諱而終身逸楽富厚累世不絶︵索隠曰謂若魯桓楚霊晋献斉襄之比皆是︶或択地而踏之︵索隠曰謂不仕暗君不飲盗泉裹足高山之頂竄跡滄洲之浜是也○正義曰謂北郭駱鮑焦等是也︶時然後出言︵索隠曰論語夫子時然後言︶行不由径︵索隠曰澹台滅明之行︶非公正不発憤而遇禍災者不可勝数也︵索隠曰謂人臣之節非公正之事不感激発憤或出忠 或致身命而卒遇禍災者不可勝数謂龍逢比干屈平伍胥之比︶
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若至近世、操行不軌、専犯忌諱而終身逸楽富厚、累世不絶、或択地而踏之、時然後出言、行不由径、非公正不発憤、而遇禍災者、不可勝数也
︶36
︵注
、
﹃史記正文﹄は、明の鍾惺︵字伯敬︶編定という﹃史記奇鈔﹄から、批評と三家注とを刪り、正文に句読点・返り点・送り仮名を施したものとされる
︶37
︵注
。
﹃史記正文﹄の底本となった﹃史記奇鈔﹄にはあらかじめ断句が施されている。本文と を表
4中段に示す。 ﹃奇鈔﹄では﹁富
厚﹂を上句に続けている。また、上段の三家注諸本と比較すると、 ﹁終身逸楽﹂の後に置かれている﹃索隠﹄が削除され、前後の本文が一続きになっていることも注意される。 ﹃史記正文﹄の句読は、 ﹃史記奇鈔﹄ 従ったものと思われる。
先に表
3に示した数字は、江戸時代から昭和までのテキスト・注釈書を合算したものである。これに歴史的な要素を加えると、
新たなことが分かってくる。
明治半ばまで、日本で﹃史記﹄を読む場合の標準テキストは﹃史記評林﹄であった。 ﹃史記正文﹄という﹁富厚﹂上属のテキ
ストはあったものの、 ﹃評林﹄の普及率は圧倒的である。これは現在、各地の図書館に残る刊本の数がそれを裏付けてい
る
︶38
︵注
。そ
のため、明治半ばまでの﹃史記﹄諸注釈は、 ﹁富厚﹂を下属させるものがほとんどであった。
ところが、 二十年代半ばになると、 ﹃史記﹄注釈書の中に﹁富厚﹂を上句に続ける注釈書が現れてくる。太田才次郎﹃史
記列伝講義﹄ ︵開新堂、
1892.7 ︶ 、池田四郎次郎﹃史記読本﹄ ︵益友社、
1893 ︶ 、安藤定格﹃史記読本﹄ ︵博文館、
1894 ︶ 、城井寿章
編﹃支那文学全書第
22　
史記列伝講義﹄ ︵博文館、
1894.2 ︶などが﹁富厚﹂を上属させている。これらに共通するのは、注釈を
段落の後や欄外にまとめ、本文だけ テキストであることである。
この時期に集中して﹁富厚﹂上属の書が出た理由は分からないが、明治漢学の発展に伴い、従来の読みに対し自由な立場から
提案する雰囲気が、この時期の漢学界に起ったということかも知れない
右の諸注釈のうち、池田蘆洲︵四郎次郎︶ ﹃史記読本﹄には次のようにある。
若至近世。操行不軌。専犯忌諱。 ︵履軒曰、忌諱、謂不祥之行︶而終身逸楽富厚。 ︵句︶累世不絶。或択地而踏之。 ︵履軒曰、謂謹慎之至也、跬歩 敢苟也。 ︶時然後出言。 ︵宜言而言、平素不妄発也。 ︶行不由径。 ︵行遵大道、不由小径。 ︶非公正不発憤。 ︵平生所発憤感慨、無不中公正之道。 ︶而遇禍災者不可勝数也
︶39
︵注
。
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蘆洲は﹁富厚﹂を上属させた上で、わざわざ﹁句﹂と記している。これは﹁富厚﹂を上属させるその他の本には見られないと
ころで、蘆洲が﹁富厚﹂上属を明確にする意識をもっていたことが分かる。﹁富厚﹂上属の流れは大正・昭和にも引き続き、有朋堂漢文叢書の塚本哲三﹃史記﹄ ︵有朋堂書店、
1920.12 ︶ 、先哲遺著漢籍国
字解全書︵第
27巻︶の松平康国講述﹃史記国字解﹄ ︵早稲田大学出版部、
1928 ︶という、広く普及した叢書でも受け継がれた。
さらにこの流れを決定付けたのが、滝川亀太郎﹃史記会注考証﹄ ︵東方文化学院東京研究所、
1932.10 ︶である。
﹃史記会注考証﹄については、検討の必要がある。 ﹃史記会注考証﹄は三家注に自らの考証を加えたもので、その注の位置は次のようになっている。
若至近世、操行不軌、専犯忌諱、而終身逸楽富厚、累世不絶。 ︵ ︻索隠︼謂若魯桓・楚霊・晋献・斉襄之比皆是、 ︻考証︼漢書、臣誠愚触忌諱、死罪、忌諱、謂人所避忌者也、操行以下十九字、暗斥当時恃寵権者、其曰近世、不曰今世者、史公亦有所忌諱也、 ︶或択地而踏之 ︵ ︻索隠︼謂不仕暗君、不飲盗泉、裹足高山之頂、竄跡滄海之浜、是也、 ︻正義︼謂北郭駱鮑焦等、是也、 ︻考証︼不妄動也、 ︶時然後出言︵ ︻索隠︼論語、夫子時然後言、 ︶行不由径︵ ︻索隠︼澹台滅明之行也 ︶非公正不発憤。而遇禍災者 不可勝数也。 ︵ ︻索隠︼謂人臣之節、非公正之事、不感激発憤、或出忠言、或致身命、而卒遇禍災 不可勝数、謂龍逢比干屈平伍胥之属、是也、 考証 中井積徳曰 公正云云 設称賢士之行耳、注人臣之節失
窾、愚按数句史公暗自道也、
非公正不発憤六字、尤見精神、中説未得、董份曰、太史公寓言為李陵遭刑之意、
︶40
︵注
︶
古活字版や﹃評林﹄といった三家注本が、 ﹁逸楽﹂と﹁富厚﹂の間に﹃索隠﹄を割り込ませていたのに対し、 ﹃会注考証﹄では
﹃索隠﹄の位置が﹁累世不絶﹂の後に下がっている。滝川資言が﹃史記﹄を校訂し﹃会注考証﹄を作るに当たり、その底本としたのは同治九年金陵書局本であった
︶41
︵注
。ところがこの金陵書局本は、表
4下段に示したように、古活字版や﹃史記評林﹄と同じ位
置に﹃索隠﹄が置かれている。底本である金陵書局本 従えば、 ﹁富厚﹂は下句に属することになる。実際、 ﹃会注考証﹄と同じく金陵書局本を底本とした一九五九年の中華書局校点本﹃史記﹄は、
若至近世，操行不軌，専犯忌諱，而終身逸楽，富厚累世不絶 或択地而踏之，時然後出言，行不由径，非公正不発憤，而遇禍災者，不可勝数也
︶42
︵注
。
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としていて、 ﹁富厚﹂を下属させているのである。
底本の﹃索隠﹄の位置を改めるに当たり、滝川資言は恣意的に位置を変えたのではない。滝川が改めた位置に﹃索隠﹄がある
テキストが複数存在する。管見の範囲では、明嘉靖八・九年南京国子監刊本、同万暦二・三年南京国子監刊本︵余有丁校本︶ 、万暦二十四年南京国子監刊本、同万暦二十六年北京国子監刊本、清乾隆四年武英殿刊本が、 ﹁累世不絶﹂の後に﹃索隠﹄を置いている︵表
4下段︶
︶43
︵注
。
これらのテキストについて、池田蘆洲﹃史記研究書目解題﹄のコメントを拾ってみる。
○明嘉靖八・九年南京国子監刊本： ﹁正文下には三注を刻するが、やや省略が多い。 ﹂ ︵
61頁︶
○明万暦二・三年南京国子監刊本︵余有丁校本︶ ： ﹁この書、三注を収めてはいるが、ほしいままに刪節を加え、且つ元明の諸家
と余氏の評語を注中に混入するなど旧注を乱している。正文も誤脱が多い。 ﹂ ︵
62頁︶
○万暦二十四年南京国子監刊本： ﹁この書は南京国子監祭酒と為った馮夢禎が二十年間に刊行された余有丁校本の妄改・誤脱
多いこ を病み、余氏が刪った旧注を補充し 同じく余氏が加えた評語を刪除し、校刻したものであ 然しなお善本とは、いゝがたい。 ﹂ ︵
63頁︶
○万暦二十六年北京国子監刊本： ﹁この書は南監 に拠って繕写刊刻されたものである 、三注の刪節は南 本よりも多い。 ﹂
 
︵
63頁︶
○清乾隆四年武英殿刊本： ﹁此の書の版式は北監本によりながら その誤謬を訂したり 北 本が司馬貞の補三皇本紀を五帝本
紀と同巻として、篇首に置いたものを切り離して、正文の後に改め移すなど、改変の跡が少くな
68頁
︶44
︵注
︶
これらを見ると、 ﹃索隠﹄を﹁累世不絶﹂の後 置くテキストは 必ず も善本とはされていないことが分かる。ではなぜ﹃会注考証﹄はこの部分だけ底本である金陵書局本 改め、あまり評価のよくない他のテキストに拠ったのか。それ
は、滝川資言が﹁富厚﹂上属説を採ったからという が筆者 推測である。﹁富厚﹂を下属させる読み方の最大の根拠は﹃索隠﹄の位置である。それは同時に﹁富厚﹂上属説にとって最大の障壁となる。しかし武英殿版他の諸本に拠って﹃索隠﹄の位置を変えれば、その障壁 瓦解する。こうした思考のもとに底本を改めたというのであれば、理解できる。このように、池田蘆洲、滝川資言 いった、近代日本を代表する﹃史記﹄研究者が揃って﹁富厚﹂上属を採ったことは興味深
 
い。
ではこうした﹁富厚﹂の帰属の違いは、本文解釈にどのような影響を与えるだろうか。
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まず﹁富厚﹂を上句に続ける場合、 ﹁終身﹂と﹁累世﹂の対関係が強く意識されるようになる。この時、 ﹁累世絶えない﹂のは
何かと考えると、 ﹁終身逸楽富厚﹂であること全体となる。一生安楽にふけり、そして豊かな財産をもつこと、それが代々続くというわけである。するとこの両句は、並列関係にはないことになる。実際、この立場に立つ訳注の多くは、両句の間に、 ﹁それが﹂といったことばを補って訳している。
最近の世になると、道にはずれた行動をして、勝手に禁令を破りながら、一生安楽で豊かな生活を送り、
︵そうした生活が︶
子孫代々にまで続いていくもの、一方また︵歩くときにも︶地 選んで踏むというように軽々しい行動は慎み、発言すべきときにだけ発言し、道を行 のに小道を通ることなく︵いつも人間としての正道を踏み行ない︶ 、公明正大なことでなければ︵心中の︶怒りをあらわさ った人物であっても、災難に遭うものなどは、数えきれないほど多い。 ︵傍線引用者。以下
 
同じ
︶45
︵注
︶
なお、この立場に立つ訳注の中には、 ﹁累世不絶 、家が代々続くと解する意見もある。
試みに近い時代に言及するなら、行いが正しくない人が言うのもはばかるようなことばかりしていながら、それ いて一遊び楽しみ財も豊かで、その家も 続いて絶えな も や あるいはその逆に、慎重に立場をえらんで立ち、時にか ってはじめて意見を出すようにし、常に正し 大道 か通らず、全く私心を交えず正しい場合 み心を振るい起こすような人で、それでも不幸なめに出合うも が、数えきれないほどある
︶46
︵注
。
一方、 ﹁富厚﹂を下句に続けると、 ﹁逸楽﹂と﹁富厚﹂の対比関係が明瞭になり、また﹁累世絶えない﹂のは 富厚 と限定さ
れる。もちろん、 ﹁操行不軌、専ら忌諱を犯す﹂者自身が豊かな財にめぐまれることは、その前提になる。
以上は、もっとも明らかで著しい例であるが、近世にいたっても、志行が世の秩序 あわず、もっぱら悪事を犯していながら、生まれてから死ぬまで逸楽し、富裕の代々絶えないもの あり、また、正当な地を択んでふみ、正当に発言すべきときにのみ発言し 常に大道のみを歩み、公正 ことでなければ発憤しないというように、終始謹直に身 持 いながら、災禍にあうものが数えきれないほどある
︶47
︵注
。
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二つの解釈の違いはわずかであるけれども、決して同じではない。句読を施し、訓読を施すに当たってはいずれかの立場に立
たなければならい。積極的な意見がなければ先行するテキストに従うということも一つの立場だろう。しかし、池田蘆洲や瀧川資言のような立場があったことを見逃すことはできない。句読一つの違いに注目することで、明確には記されなかった彼らの選択が見えてくるのである
むすびにかえて
本稿の出発点は、三冊の教科書に掲載された﹁伯夷列伝﹂の訓点の異同であった。その得失について、 ﹁若至﹂の解釈と訓読
に関しては、教科書
A
の訓読を採用したい。一方、 ﹁富厚﹂の帰属に関しては、歴史的に両説が併存する形で推移してきたこと
を確認した。本稿では日本における異同だけを見 が、近代以後の中国においても、両説は併存して る
︶48
︵注
。それだけに、一方を
是とし一方を非とする決定的な見解があるわけではないが、表3について見たように、日本において、 ﹃史記評林﹄系は﹁富厚﹂下属、 ﹃続文章軌範﹄系は﹁富厚﹂上属という傾向が認められたことは興味深いことであった。これは漢文訓読が文献ごとにそれまでの読みを重視し、受け継いでいったこ の一つの証左と言えるだろう。
このような﹁富厚﹂帰属の平行関係は明治二十年代半ばまで続くが、明治二十年代半ば以降、従来と異なる読みが多数現れる。
その理由は明確にしえないが 注解者それぞれが従来 読み方に盲従するのではなく、独自の見解に従った読みを提唱したということであり、漢文学進展のひとつの現れといってよいであろう。漢文訓読においては、伝統の継承と革新とが常にせめぎ合っている。今回取り上げた箇所の解釈も、そのせめぎ合いの中で様々な解釈を生んで来た。昭和後半 訳注書の多くが従来行われていない読み方を提案しているのも、そうした革新の流 上に るも だろう。一方、革新 前提として、伝統の検証は必須である。伝統的な訓読が必ずしも誤りを含むも で な ことは、 ﹁若至﹂の検討で見 通りである。漢文訓読を受け継いで行くためにも、伝統の検証は不断に続けなければならない。
 
︿注釈﹀
1．文部科学省﹁平成
25年
4月目録
 ︵平成
26年度使用教科書︶ ﹂による。
 
http://w
w
w
.m
ext.go.jp/a_m
enu/shotou/kyoukasho/m
okuroku/26/1347222.htm
︵二〇一四年八月十八日アクセス︶
 
なお、教科書の閲覧に際し、公益財団法人教科書研究センター附属教科書図書館︵東京都江東区︶を利用した。
2．両者の読み方は同一であるが、旧課程用﹃古典
　
漢文編﹄ ︵古典036︶が﹁伯夷・叔斉﹂のタイトルのもとに一つのまとまった教材としている
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のに対し、 ﹃古典B
　
漢文編﹄ ︵古B315︶では、前半に﹁首陽山に餓死す﹂ 、後半に﹁天道是か非か﹂という見出しを立てて、前後を分けてい
る。語釈も新課程版では増えており、より読みやすくなったといえる。
3．各教科書の指導書の通釈を挙げる。
A．
 近い時代といえば、おこないが道義からはずれて、勝手に国の禁令を犯すにもかかわらず一生気楽に過ごし、物や財が豊かで、代を重ねて絶えることがない。また一方で安全な場所を選んで足を踏み入れ、時機をわきまえて発言し、正道を歩み、正しいことでなければ心を奮い立たせて励むことをしないにもかかわらず災い 受ける者は、数えきれないのだ。 ︵ ﹃古典B
　
漢文編
　
教授資料︻④第二章・後︼ ﹄
17頁︶
B． ︵歴史上︶近い時代をみてみても、行いは道を踏み外し、禁忌を犯すこともっぱらでありながら、終生、逸楽にふけって過ごし、富み栄えるこ
と何代にもわたる家柄があるかと思えば、常に慎重に振 舞い 時にかなった発言をし、横着はせず、正しいことにのみ心を奮い立たせるような者が禍いに遭うことなど数え切れないほどである。 ︵ ﹃筑摩書房版
　
古典B
　
学習指導の研究
　
漢文編第一部﹄207頁︶
C．
 近世に至ってからも、行いは道に外れ、いちずに禁令を犯していながら、一生を安楽に暮らし、富み栄えて、子孫代々絶える の い者や、また、仕えるべき国を選んで仕え、発言すべき時に発言し、小路を通ることなくいつも大道 行き 公明正大なことでなければ発憤しな という生き方をしながら、ふしあわせなめにあう者が、数えきれないほどいる。 ︵ ﹃史記・十八史略抄︿講読006﹀指導資料﹄
22頁︶
水沢利忠﹃新釈漢文大系
　
史記八﹄ ︵明治書院。一九九〇年︶の通釈は次の通り。
 
試みに近い時代に言及するなら、行いが正しくない人 言うのもはばかるようなことばかりしていながら、それでいて一生遊び楽し 財も豊かで、その家も代々続いて絶 ないものや あるいはその逆に、慎重 立 をえ 立ち てはじめて意見を出すように 、常い大道しか通らず、全く私心を交 ず正し 場合のみ心を振るい起こすような人 、それでも不幸 め 出合う のが、数えきれないほどあ 。︵
37頁︶
4．たとえば﹃漢文学習必携
　
二訂版﹄ ︵京都書房、2012︶に、 ﹁勝﹂について、 ﹁たフ﹂という読みと﹁堪える・～しきる・～できる﹂という訳
語、及び例文﹁不可勝数。 ︵数ふるに勝ふべからず︶ ︵蘇軾・留侯論︶ ﹂を挙げた上で、 ﹁ ﹃あゲテ﹄という別の読み方もあり、意味は同じである。 ﹂と記す。 ︵116頁下︶
5．滝川亀太郎︵資言︶ ﹃史記会注考証﹄巻七︵史記会注考証校補刊行会。一九五八年︶
13頁。
6． ﹃筑摩書房版
　
古典B
　
学習指導の研究
　
漢文編第一部﹄198頁。
7．史記・十八史略抄編集委員会﹃史記・十八史略抄︿講読006﹀指導資料﹄ ︵大修館書店。二〇〇五年︶6頁～7頁。8．水沢利忠﹃新釈漢文大系
　
史記八﹄ ﹁例言﹂ ︵明治書院。一九九〇年︶1頁。
9．馬持盈﹃史記今註﹄ ︵台湾商務印書館。1979年︶第四冊2174頁。
10．北京商務印書館・小学館共同編集﹃中日辞典
　
第二版﹄ ︵小学館、2003年第二版︶668頁。
11．水沢利忠﹃新釈漢文大系
　
史記八﹄ ︵明治書院。一九九〇年︶
37～
38頁。
12．谷口匡ほか
11名・数研出版株式会社編集部﹃古典B
　
漢文編
　
教授資料︻④第二章・後︼ ﹄数研出版社。
19頁。
13．青木五郎﹃新釈漢文大系120
　
史記
　
十四︵列伝七︶ ﹄ ﹁貨殖列伝第六十九﹂
29の語釈︵明治書院。二〇一四年︶
55頁。
14．青木五郎﹃新釈漢文大系120
　
史記
　
十四︵列伝七︶ ﹄ ﹁貨殖列伝第六十九﹂
2の語釈︵明治書院。二〇一四年︶
4頁。
15．劉学林・遅鐸︵主修︶ ﹃常用 言虚詞詞典﹄ ︵陝西人民出版社、1993年第
2版︶220頁。
16．北京商務印書館・小学館共同編集﹃中日辞典
　
第二版﹄ ︵小学館、2003年第二版︶1944頁。
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17．何楽士・敖鏡浩・王克仲・麦海翹・王海棻﹃古代漢語虚詞通釈﹄ ︵北京出版社、1985年︶470頁。他に、李靖之・李立﹃文言虚詞詮釈﹄に
は﹁ ︻若至︼表示另提一箇話題。可訳為＂至于＂ 。 ﹂とあり︵358頁︶ 、陳霞村﹃古代漢語虚詞類解﹄ ﹁若﹂には﹁表示他転，相当于＂至于＂ ， ＂説到＂ 。又有＂若夫＂ 、 ＂若乃＂ 、 ＂若至＂ 。 ﹂ ︵431頁︶とある。
18．青木五郎﹃新釈漢文大系120
　
史記十四︵列伝七︶ ﹄ ﹁貨殖列伝第六十九﹂
29︵明治書院、二〇一四年︶
55頁。 ﹁貨殖列伝﹂の担当は谷口匡氏。
19．青木五郎﹃新釈漢文大系120
　
史記十四︵列伝七︶ ﹄ ﹁貨殖列伝第六十九﹂
39︵明治書院、二〇一四年︶
69頁。
20．吉田賢抗﹃新釈漢文大系
41　
史記四︵八書︶ ﹄ ﹁天官書第五﹂ ︵明治書院、一九九五年︶213頁。
21．この部分は、 ﹁孝武本紀﹂から補われたものとして、吉田賢抗﹃新釈漢文大系
　
史記四 八書︶ ﹄では省略している。 ﹁孝武本紀﹂は次の
3を参照。
22．吉田賢抗﹃新釈漢文大系
39　
史記二︵本紀︶ ﹄ ﹁孝武本紀第十二﹂ ︵明治書院、一九七四年三版︶749頁。
23．青木五郎﹃新釈漢文大系115
　
史記十三︵列伝六︶ ﹄ ﹁酷吏列伝第六十二﹂
39︵明治書院、二〇一三年︶
81～
82頁。
24．青木五郎﹃新釈漢文大系115
　
史記十三︵列伝六︶ ﹄ ﹁泳侠列伝第六十四﹂
15︵明治書院、二〇一三年︶182頁。
25．青木五郎﹃新釈漢文大系120
　
史記十四︵列伝七︶ ﹄ ﹁貨殖列伝第六十九﹂
2︵明治書院、二〇一四年︶
3～
4頁。同書では、 ﹁使﹂字は衍字と
する。
26．釈大典﹃文語解﹄巻二、
8丁表。 ﹃漢語文典叢書﹄第一巻︵汲古書院。一九七九年︶所収。
27．三宅橘園﹃助語審象﹄巻中、
23丁裏。 ﹃漢語文典叢書﹄第二巻︵汲古書院。一九七九年︶所収。
28．ただし﹁若﹂一字の用法に﹁転折﹂を認めるものは散見する。戸川芳郎・佐藤進・濱口富士雄﹃全訳漢辞海
　
第三版﹄ ︵三省堂、二〇一一年︶ ﹁若﹂
に、 ﹁ある事柄について一つの側面を論じている際、話題を別の側面に転じる場合に用いる。 ﹁⋮ノごとキハ﹂と訓読し、 ﹁⋮に至っては﹂ ﹁⋮に関しては﹂と訳したり、逆接の接続詞﹁しかし﹂で訳してもよい。 ﹂とあり︵1196頁︶ 、また、 ﹃新漢語林
　
第二版﹄にも、 ﹁若
キハレ
A
ノ︵Aのご
ときは︶ ﹂ 。 ︻訳︼⋮の場合は。話題を示す。 ﹂とある。 ︵1203頁︶国金海二・木村秀次﹃研究資料 文学
10語法・句法
　
漢字・漢語﹄ ︵明治書院、
一九九六年︶122頁、三浦勝利﹃漢文を読むための助字小字典﹄ ︵内山書店、二〇〇九年九版︶
22頁にも見える。
29．調査した文献を末尾に参考文献として示す。この中には、同一 版を版元をかえて出したものも多数含まれるので、数字は傾向を知るための参
考としていただきたい なお、鄒守益﹃続文章軌範﹄七巻は、謝枋得﹃文章軌範﹄の体例に従って、同書未収の名文を集めたもの。内山知也﹃新釈漢文大系別巻
　
漢籍解題事典﹄ ︵明治書院、二〇一三年︶259～260頁。
30．藤沢南岳校訂﹃史記評林﹄巻六十一、五丁表。 ︵岡島真七等 一八八一年︶国立国会図書館近代デジタルライブラリー。31．江戸期には、他に部分的な注釈書や評論なども刊行されているが、今は検討しない。慶長古活字版につい は、無界九行本・有界八行本は国立
国会図書館デジタルコレクション︵
http://dl.ndl.go.jp/ ︶公開のものを、無界八行本については東京大学東洋文化研究所所蔵漢籍善本全文映像資
料庫︵
http://shanben.ioc.u-tokyo.ac.jp/ ︶公開のものを利用した。有界八行本は国立公文書館デジタルアーカイブ︵
http://w
w
w
.digital.archives.go.jp/ ︶
 
公開のものも参考にした。 ﹃史記評林﹄の版本については、戸川芳郎 ﹃史記評林﹄の版刻について﹂ 松：大学院紀要第十号、一九九六年に詳しい。 ﹃磐船活版史記﹄については金子芳雄﹁ ﹃磐船活版史記﹄小考﹂ ﹃漢籍
　
整理と研究﹄第八号、一九九九年を参照されたい。
32．池田四郎次郎・池田英雄﹃史記研究書目解題
　
稿本﹄ ︵明徳出版社、一九七八年︶に﹁注釈は三注を収めているが摘録で、正文並に三注はすべて
白文である ﹂とある。 ︵
73頁︶
33．池田四郎次郎・池田英雄﹃史記研究書目解題
　
稿本﹄ ︵明徳出版社、一九七八年︶
64頁。
34．古典研究会叢書漢籍之部第二十四巻﹃史記︵八︶ ﹄ ︵汲古書院 九九七年︶ 。本書 国立歴史民俗博物館所蔵の黄善夫刊本を影印したもので、当
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該箇所は巻六十一﹁老子伯夷列伝第一﹂第五十六冊、九丁表︵
25頁︶に見える。
35．汲古閣本﹃史記索隠﹄巻十七、一丁裏。汲古閣本﹃史記索隠﹄は東洋文庫、及び文教大学越谷図書館所蔵のものを利用した。36． ﹃史記正文﹄には、多賀漸音訓﹃史記正文﹄寛政五年︵一七九三︶ 、及び陸可彦刪定﹃史記正文﹄寛政十二年︵一八〇〇︶序刊本がある。どちら
も文教大学越谷図書館所蔵本を利用した。
37．池田四郎次郎・池田英雄﹃史記研究書目解題
　
稿本﹄ ︵明徳出版社、1978年︶
88頁。
38．京都大學人文科學研究所附屬漢字情報研究センター﹁全國漢籍データベース﹂に登録された所蔵数では、 ﹃史記評林﹄
322
件に対し、 ﹃史記正
文﹄は
4件である。
39．池田四郎次郎﹃史記読本﹄ ︵益友社、一八九三年︶第四冊
3～
4頁。池田四郎次郎︵蘆洲︶の﹃史記読本﹄は、多くの図書館が第一冊だけの所蔵
となっている。国立国会図書館では第一冊と第五冊を所蔵し、近代デジタルライブラリーで閲覧することもできる。 ﹁伯夷列伝﹂が収められた第四冊の所蔵は少なく、今回は長野県立図書館所蔵本を利用した。池田蘆洲は﹃続文章軌範読本﹄でも﹁富厚﹂を上属させているが、 ﹁若至﹂部分は﹁近世に至るが若き﹂ ︵史記読本︶と﹁若し近世に至りては﹂ ︵続軌範読本︶という違いがある。なお、蘆洲は晩年まで﹃史記読本﹄を改訂し、没後、稿本が﹃史記補注﹄として出版された。 ﹃史記補注﹄には﹁ ︻補注︼旧本富厚二字下属、非也、 ﹂とあり、 ﹁富厚﹂を上属する旨、明記している。
40．滝川亀太郎﹃史記会注考証﹄巻七︵東方文化学院東京研究所、一九三二年︶
13～
14頁。
41．滝川亀太郎﹃史記会注考証﹄巻十﹁史記鈔本刊本﹂ 。水沢利忠﹃史記
　
八﹄ ﹁列伝解説﹂
17～
19頁に詳しい。同治九年金陵書局張文虎校本は日本
女子大学所蔵のものを利用した。
42． ﹃史記﹄ ︵中華書局、一九五九年︶
2125
頁。なお、二〇一三年に修訂された﹃史記
　
修訂版﹄においても、底本は金陵書局本のままであり、
標点も五九年版と同じく、 ﹁富厚﹂を下句に所属させている。
43．このうち、明嘉靖八・九年南京国子監刊本、同万暦二・三年南京国子監刊本、同万暦二十六年北京国子監刊本は国立公文書館所蔵本を、万暦
二十四年南京国 監刊本は同館所蔵本をデジタルアーカイブでそれぞれ利用した。清乾隆四年武英殿刊本は、江蘇広陵古籍刻印社が一九九〇年に﹃史記三家注﹄の名で影印刊行したものを利用した。
44．賀次君﹃史記書録﹄ ︵商務印書館、一九五八年︶によると、武英殿版の底本 万暦二 六 の北監、劉応秋 である。 ︵207頁︶45．漢詩・漢文解釈講座第
8巻、石川忠久・内山知也・加藤道理監修﹃歴史Ⅰ︵史記・上︶ ﹄ ︵昌平社、一九九五年︶454頁。
46．水沢利忠﹃新釈漢文大系
88　
史記八︵列伝一︶ ﹄ ︵明治書院、一九九〇年︶
37頁。
47．野口定男﹃中国古典文学大系
11　
史記︵中︶ ﹄ ︵平凡社、一九六九年︶162頁。
48．一九五九年出版の中華書局校点本は﹁富厚﹂下属である。このテキストは強い権威性をもって世間に受け入れられたため、以後、中 で出版さ
れる﹃史記﹄関連書の本文は、ほとんどがこれに拠ることに かし、近代以後の中国において、出版されたもののすべてが﹁富厚﹂を下属させているわけではない。そこで﹁富厚﹂を上属させる 管見の範囲で挙げておく。①呉汝綸︵1840～1903︶ ﹃中華国学叢書
　
史記集評﹄ ︵台湾中華書局、一九七〇年︶ 。呉氏は﹁若至近世。操行不軌。犯忌諱。而身逸楽︵本
云専犯忌諱而終身逸楽依索隠本刪専字終字︶富厚。累世不絶。或択地而踏之。時然後言。 ︵依索隠言上滅出字︶行不由径。非公正不発憤。而遇禍災者。不可勝数也。 ﹂としている。 ﹁終身﹂の﹁終﹂字を脱するテキストとしては、 ﹃索隠﹄単行本以外に、敦煌文書、伯2627に見える﹁伯夷列伝﹂ ︵現存最古の﹁伯夷列伝﹂である︶も﹁而身逸楽 となっている︵ ﹃敦煌宝蔵﹄第122冊611頁︶ 。ただし﹁時然後出言﹂の方は、
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通行本通り﹁出﹂字がある。
②許嘯天句読、胡翼雲校閲﹃分段整理新式標点
　
史記﹄ ︵上海羣学社、一九二六年再版︶ 。許嘯天︵1886
⊖ 1946︶は作家である。
③王叔岷︵1914
⊖ 2008︶ ﹃史記斠證﹄ ︵中央研究院歴史語言研究所専刊
78　
一九八二年︶の本文は﹁而終身逸楽富厚，累世不絶。或択地而
踏之，時然後出言，行不由径，非公正不発憤，而遇禍災者，不可勝数也。 ﹂となっている。同書の底本は﹃史記会注考証﹄であり、句読もそれに従ったものだろう。ただし、この箇所について、王氏は﹁案黄善夫本索隠在﹃而終身逸楽﹄下，是索隠﹃富厚﹄二字属下読，於義為長。 ﹂と言っている。 ︵第七冊、二〇〇五頁︶
④韓兆琦﹃史記箋証﹄は、 ﹁若至近世，操行不軌，専犯忌諱，而終身逸楽富厚，累世不絶
；或択地而踏之，時然後出言，行不由径，非公正不発憤，
而遇禍災者，不可勝数也。 ﹂とする。 ﹃史記箋証﹄の底本は一九五九年の中華書局校点本であるが、この箇所は句読を変えた上で、 ﹁有本断句為＂終身逸楽，富厚累世不絶＂ ，亦通。 ﹂という。 ︵三七二〇頁︶韓兆琦はどちらでも通じるとするものの、わざわざ底本の句読を変えていることには注意したい。
︿参考文献﹀
表3作成のために調査した文献を以下に示す。表3に挙げた1～6の読み方ごとに﹃史記﹄と﹃続文章軌範﹄とに分け、原則として刊行順に並べた。
1
については、 ﹃史記評林﹄とその他のテキストを分割した。なお、 ﹁若至近世﹂部分の訓読ということで分けているので、同じグループでもその他
の部分で読み方が異なることが多々見られる。
江戸期 刊行されたもの ついては、利用したものを記した。明治・大正期に出版されたも の多くは、国立国会図書館近代デジタルライブラリー
︵
http://kindai.ndl.go.jp/ ︶公開のものを利用し、注記は省略した。
1．近世に至る︵が︶若き︵φ・は・も︶
a． ﹃史記評林﹄諸版本﹃史記評林﹄ ︵寛永十三年刊本、1636︶下属︵国立公文書館所蔵本︶﹃史記評林﹄ ︵ ︹ 文 二︺ 、延宝二印・重印︶本︶下属︵国立公文書館所蔵本︶﹃史記評林﹄ ︵ ︹寛文十三︺刊本、1674︶下属︵国立公文書館所蔵本︶﹃史記評林﹄ ︵天明六年︵覆寛文十二︶刊本、1786︶下属︵国立公文書館所蔵本︶﹃史記評林﹄ ︵明和七年刊 覆寛文十三・天明九印 本、浪華書林、1789︶下属︵国立公文書館所蔵本︶田中篤実・本多政辰校訂﹃増訂史記評林﹄ ︵鶴牧本︶ ︵修来館、1869︶下属 ﹃和刻本正史
　
史記﹄ ︶
豊田宇左衛門他﹃明治三刻史記評林﹄ ︵八尾三刻本︶ ︵豊田宇左衛門他、1879︶下属奥田遵校訂校字﹃史記評林﹄ ︵別所平七、
1880
・
12︶下属
鈴木義宗校訂﹃明治新刻史記評林﹄ ︵修道館、1881︶下属有井範平校訂﹃補標史記評林﹄ ︵報告社、1883
・
6︶下属
石川鴻斎他校訂﹃増補史記評林﹄ ︵鳳文館、18 3
・
9︶下属
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b．その他の﹃史記﹄版本・注釈
多賀漸之仲
　
音訓﹃史記正文﹄ ︵1793︶上属︵文教大学越谷図書館所蔵本︶
陸可彦
　
刪定﹃史記正文﹄ ︵1800︶上属︵文教大学越谷図書館所蔵本︶
広部鳥道﹃標註史記読本﹄ ︵広済堂、1881
・
12︶下属
太田秀敬﹃啓蒙史記列伝﹄ ︵青梅堂、188
・
12︶句読なし
稲垣真﹃少年叢書漢文学講義第7編
　
史記列伝講義﹄ ︵興文社、1892
・
11︶下属
太田才次郎﹃史記列伝講義﹄ ︵開新堂、1892
・
7︶上属
池田四郎次郎 史記読本﹄ ︵益友社、1893︶上属安藤定格﹃史記読本﹄ ︵博文館、1894︶上属深井鑑一郎﹃標注史記列伝 1894
・
1︶下属
城井寿章﹃支那文学全書第
22編
　
史記列伝講義﹄ ︵博文館、1894
・
2︶上属
冢田淳五郎﹃点注史記列伝﹄ ︵金刺芳流堂、1894
・
7︶下属
田岡嶺雲﹃和訳漢文叢書
　
和訳史記列伝﹄ ︵玄黄社、1911
・
2︶下属
重野安繹﹃漢文大系
　
史記列伝﹄ ︵冨山房、1911
・
8︶下属
松平康国﹃先哲遺著漢籍国字解全書第
27巻
　
史記国字解﹄ ︵1919
・
7︶下属
塚本哲三漢文叢書 史記﹄ ︵有朋堂 店、1920
・
12︶上属
箭内亙﹃国訳史記列伝﹄ ︵国民文庫刊行会、192
・
2︶下属
松平康国講述先哲遺著漢籍国字解全書
　
第
27巻﹃史記﹄ ︵早稲田大学出版部、1928︶上属
興文社編纂﹃増訂史記列伝講義﹄ ︵興 社、1933
・
11︶下属
加藤繁・公田連太郎 注 史記列伝﹄ ︵冨山房、1940
・
10︶下属
福島中郎中国古典新書﹃ ﹄ ︵明徳出版社、1972
・
12︶下属
福島中郎中国の古典 史記﹄ ︵学習研究社、1981︶上属
　
c． ﹃続文章軌範﹄
岡三慶編輯評述﹃袪陳補新続文章軌範評林大成 積玉圃［ほか］ 、1884︶上属友田冝剛﹃詳解全訳漢文叢書第6巻
　
続文章軌範﹄ ︵至誠堂、1927︶上属
　
＊﹁近世に至るが若くんば﹂と読む。
2．近世の︵⋮⋮べからざるに︶至るが若き
　　
藤沢南岳校訂﹃史記評林﹄ ︵浪華同盟書楼、1881
・
5︶下属
3．近世に至り︵て︶ ︵⋮⋮遇ふ者の︶若き
　　
大郷穆・伊地知貞馨校訂増訂﹃史記評林﹄ ︵修道館、1881
・
10︶下属
4．近世に至り︵⋮⋮遇ふが︶若き︵者は︶
寺門日出男・吉原英夫研究資料漢 学第七巻﹃歴史Ⅰ﹄ ︵明治書院、1994
・
4︶上属
石川忠久・内山知也・加藤道理監修漢詩・漢文解釈講座第8巻﹃歴史Ⅰ︵史記・上︶ ﹄ ︵昌平社、1995
・
5︶上属
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5．若し近世に至りては／至つては
　
a． ﹃続文章軌範﹄諸本﹃続文章軌範百家批評註釈﹄ ︵植村藤右衛門、1715︶句読なし︵早稲田大学図書館
　
古典籍総合データベース︶
伊東藍田補訂﹃続文章軌範評林註釈﹄ ︵河内屋茂兵衛、1870︶上属伊東藍田補訂﹃続文章軌範評林註釈﹄ ︵群玉堂、1870︶上属平田宗城増補訂﹃続文章軌範評林﹄ ︵鹿児島県、1872︶上属宮脇通赫輯補﹃点註続文章軌範﹄ ︵山中市兵衛、1877︶上属伊東藍田補訂﹃続文章軌範評林註釈﹄ ︵岡田茂兵衛［ほか］ 、1877︶上属奥田遵補注補註﹃続文章軌範校本﹄ ︵万青堂、1879︶句読なし宍戸逸郎・近藤圭造纂評﹃続文章軌範評林 内 正栄堂、1879︶下属石川鴻斎輯解﹃続文章軌範諺解﹄ ︵山中市兵衛、1879︶下属宮脇通赫輯補﹃続文章軌範﹄ ︵山中市兵衛、1880︶上属大竹政正校正増評﹃続文章軌範﹄ ︵名山閣、1880︶下属藤井東兵衛註解、佐佐木籌校正 字義註解 評林﹄ ︵金港堂 80伊東藍田補訂﹃続文章軌範評林註釈 岡田茂 1881原田由己標箋﹃標箋続文章軌範﹄ ︵水野慶治郎、1881︶上属五十川左武郎﹃評註続文章軌範﹄ ︵此村庄助、1882︶上属木山鴻吉纂註﹃評註続文章軌範﹄ ︵内 伝右衛門、1 83︶上属関徳︵遂軒︶評纂﹃明治新刊増評続文章軌範評林 前川善 等、1884︶上属五十川左武郎輯釈﹃評註続文章軌範﹄ ︵中川勘助等、1886︶上属久保田梁山訳﹃鼇頭訳語片仮名付 金松堂、1 86︶上属内藤恥叟校閲、渡井量蔵 輯 鼇頭増註続文章軌範﹄ ︵東崖堂 1886福井葯圃補輯﹃続文章軌範 林 釈﹄ ︵磊落堂、1886︶上属福井葯圃補輯﹃続文章軌範評林註釈﹄ ︵林斧介 1886︶上属？︵判読不能だが、
43と同版と思われる︶
天野強斎纂評集註﹃新撰評註続文章軌範﹄ ︵平次兵衛［ほか］ 、1887︶上属菊池三渓校閲、下森来治講述 少年叢書漢文学講義第3編
　
続文章軌範講義﹄ ︵興文社［ほか］ 、1891︶上属
若林篁洲纂註、 土馬陵重校﹃纂 林﹄ ︵吉 錦次郎、1893︶上属近藤瓶城纂評﹃続文章軌範纂評﹄ ︵成美堂、1893︶上属井上桜塘訓釈﹃標 続文章軌範読本﹄ ︵水野慶次郎、1897︶上属中村徳五郎﹃続文章軌範新註﹄ ︵文陽堂［ほか］ 、1 11︶下属興文社編輯所﹃続文章軌範講義﹄ ︵興文社、1933︶上属
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b． ﹃史記﹄注釈書
水沢利忠﹃史記八︵列伝一︶ ︵新釈漢文大系
88︶ ﹄ ︵明治書院、1990
・
2︶上属
6．若し近世の︵⋮⋮遇ふ者に︶至りては
　　
猪口篤志﹃続文章軌範︵新釈漢文大系
56︶ ﹄ ︵明治書院、1977︶上属
以下の文献は本文のみ、または和訳のみのため、表
3には反映していない。
﹃磐船活版史記﹄寛政四年磐船郡村上藩木活字本︵1792︶ ︵宮内庁書陵部図書寮文庫所蔵本︶滝川亀太郎﹃史記会注考証﹄ ︵東方文化学院東京研究所、1932
・
10︶
小竹文夫・武夫﹃史記
　
列伝一﹄ ︵弘文堂、1956
・
12︶
滝川亀太郎﹃史記会注考証﹄ ︵史記会注考証校補刊行会、1958
・
2︶
野口定男中国古典文学全集﹃史記 下︶ 平凡社、1959
・
1︶
貝塚茂樹・川勝義雄世界の名著﹃司馬遷 中央公論 68︶野口定男中国古典 学大系 ︵中︶ ﹄ ︵平凡社、1969
・
10︶
小川環樹︵訳者代表︶世界古典文学全集 史記列伝 筑摩書房、1969
・
9︶
池田四郎次郎﹃史記補注﹄ ︵勉誠社、1970
・
10︶
小川環樹・福島吉彦・今鷹真訳
　
世界文学全集4﹃史記・漢書集﹄ ︵筑摩書房、1970
・
11︶
本稿の執筆に際し、宮内庁書陵部、国立公文書館、公益財団法人東洋文庫、公益財団法人教科書研究センター附属教科書図書館、文教大学越谷図書
 
館、日本女子大学図書館、長野県立図書館に、貴重な蔵書の閲覧を許可していただいた。記して感謝申し上げる。
︵
2014.09.13 ︶
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